
ハードディスクデータ消去システム 

RemoteClear EX 

株式会社 CSPフロンティア研究所 

 CSP-Frontier Technologies, Inc. 

● 消去対象パソコンはインストールのみ 

● 管理者が消去予定のパソコンを登録する

だけで、自動消去スタート 

● 消去ログの自動回収による証明書発行 

● 消去対象パソコンを一元管理可能 

● ネットワーク越しで大量・同時消去可能 

● コスト対策…遠隔地など、全国支店への

出張経費削減 

● 情報漏えい対策…既設のネットワークに

繋いだまま消去可能 

● 状況管理…管理サーバで消去状況の確認 

● 消去用メディアが不要 

大量のデータ消去業務 
お困りではありませんか？ 

① 消去対象パソコンに 

  消去許可を付与 

④ 自動で再起動し、消去プログラムが起動 

⑤ 消去開始 

⑥ 完了後、消去ログを管理サーバへ送信 

⑦ 完了データの消去 

  ログ証明書を発行 

【管理サーバ】 【管理サーバ】 

② 管理(ダウンロード)サーバへアクセス 

③ 消去プログラムをダウンロードし 

  インストール 

自動 【消去対象パソコン】 

特許取得済 

⑦ 

対象 
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②,⑥ 

④,⑤ 

対象 対象 対象 対象外 対象外 
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〒151-0073 東京都渋谷区笹塚3-2-3 CSPテクノプラザ 

TEL 03-5304-4521 

Email sales@csp-frontier.jp 

URL http://www.csp-frontier.jp/ 

株式会社 CSPフロンティア研究所 

開発元 

 消去証明書 

 消去アルゴリズム 

 他社製品 RemoteClear EX 

消去対象パソコンの一元管理  
△ 

消去対象パソコンの状態を管理できない 
○ 

消去対象パソコンの状態をまとめて管理 

消去専用メディア 
× 

FDやCDを準備する必要あり 
○ 

メディア不要 

消去対象パソコンでの作業 
× 

消去アルゴリズムなど選択する手間があり 
○ 

インストールのみ 

消去記録 
△ 

大半のソフトで記録を残せない 
○ 

詳細な記録を残すことができる 

【取得できる固有データ】 

・ハードディスク容量 

・シリアルナンバー 

・消去開始日時 

・消去終了日時 

・消去アルゴリズム 

・消去前後のセクタデータ 

 

【作業データ】 

・作業担当者会社名 

・作業担当者住所 

・作業担当者氏名 

・証明書発行日 

 動作環境 

販売元 

■ 管理サーバ 

OS  Windows Server 2003 

  Windows Server 2008 

メモリ  1GB 以上 

Webサーバ IIS6.0（Windows Server 2003） 

  IIS7.0（Windows Server 2008） 

DBサーバ SQL Server 2005 Express Edition 

使用ライブラリ .NET Framework 3.5 

  .NET Framework 2.0 

  (Visual J# , AJAX Extensions) 

使用プロトコル FTP、 HTTP 

 

■ 消去対象パソコン 

OS  Windows 2000、XP、Vista、7 

ハードディスク IDE、S-ATA、USBハードディスク 

メモリ  512MB 以上 

 

■ 動作環境 

ネットワーク 固定IP、DHCP 

操作権限  インストール時に管理者権限が必要 

ご利用上の注意 

●管理サーバへ消去対象パソコンからアクセスする際にドメイン名を利用することはできません。●セキュリティポリシーなどで管理サーバがFTPデータを受信できない環境では、消去対象パソコンからの消去ログを受け取ることができ

ません(USBなどの外部メディアを消去対象パソコンに接続できれば、別途消去ログを保存することができます)。●Linuxを利用したデュアルブート環境下の消去対象パソコンではご利用できません。●同一のコンピュータ名を持った消

去対象パソコンを登録することはできません。 

 

 

 
RemoteClear EX 

米国防総省準拠 

IDE 40GB消去時間 

60分 

65分 

25分 

他社製品 

乱数1回 

RemoteClear EX 

乱数1回 

他社製品との差 

① 乱数n回 ② NSA推奨方式 

③ 米陸軍準拠方式 ④ 米海軍準拠方式 

⑤ 米空軍準拠方式 ⑥ 米国防総省準拠方式 

⑦ NCSC準拠方式 ⑧ NCSC準拠方式×２ 

⑨ グートマン推奨方式  

証明書は下記内容を記載し、PDFで発行可。 

データの改ざん防止に役立ちます。 
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